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第 1 章 総則 

 

（総則） 

第 1 条 本仕様書は宇美町（以下「甲」という。）が実施する「令和７～８年度 一本松公

園整備基本計画策定業務委託」（以下「本業務」という。）について、必要な事項を定め

るものとする。 

 

（業務の目的） 

第 2 条 一本松公園（以下「本公園」という。）は、宇美町の豊かな自然を象徴する風致公

園であり、町内外問わず多くの利用者に親しまれているレクリエーションの拠点とな

る公園である。公園の供用開始から現在まで、都市公園法の改正、新型コロナウイルス

感染症に伴う生活様式の変化、災害や気候変動などの社会情勢の大きな変遷により、本

公園を取り巻く環境や利用者ニーズが多様化している。これらの変化に対応し、持続的

な公園運営を行うためには、既存の施設配置や運用方針を見直し、将来を見据えた新た

なビジョンを策定する必要がある。 

本業務は、本公園の立地状況や特性、施設配置における課題を専門的かつ客観的に分

析するとともに、本町が実施するサウンディング型市場調査の結果や住民意向、利用者

ニーズを総合的に踏まえ、自然的・観光的資源を最大限に活かした宇美町のランドマー

クかつレクリエーション拠点となる公園としての整備運用の方針を示す「一本松公園

整備基本計画」を策定するものである。 

 

（対象地域及び履行期間） 

第 3 条 本業務の対象は下記のとおりとする。 

（１）対象地域 

名称：一本松公園（公園区分：風致公園） 

住所：福岡県糟屋郡宇美町大字宇美字正楽 3番地 3 

面積：82ha 

ただし、保安林及び砂防指定区域内は除く。 

（２）履行期間 

契約締結日の翌日から令和 9年 3月 25 日まで 

 

（業務の実施） 

第 4 条 受託者（以下「乙」という。）は、本業務の実施にあたり、下記要件を満たしてい

ることとし、かつ甲の意図及び調査の目的を十分理解したうえで本業務に精通した主

任技術者を選任し、最高技術を発揮するよう努めるとともに、正確にこれを行わなけれ

ばならない。 
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（１）事業者要件 

１）宇美町の令和 6・7年度競争入札参加資格者名簿において、「測量・建設コンサル

タント等」の資格を有すること。 

２）地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16 号）第 167 条の 4の規定に該当しない者

であること。 

３）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）又は民事再生法（平成 11 年法律第 225

号）に基づき更生手続開始又は民事再生手続開始の申立てがなされていない者で

あること。 

４）ISO9001（品質マネジメントシステム）の認証を取得していること。 

５）JISQ15001（プライバシーマーク）又は ISO27001（情報セキュリティマネジメン

トシステム）の認証を取得していること又は業務における個人情報の取扱いにつ

いて、情報セキュリティに関する体制が整備されていること。 

（２）主任技術者要件 

１）都市公園に関連する十分な実績、知識を有するもので、技術士（総合技術監理部

門もしくは建設部門：都市及び地方計画）の資格を有すること。 

２）過去 10 年間に同種・類似業務の業務実績を有すること。 

 

（業務の指示及び監督） 

第 5 条 乙は、本業務を実施するにあたり、当該契約に基づき甲が別に定める監督員と密接

な連絡をとり、その指示及び監督を受けなければならない。また、乙は打合せ事項につ

いて打合せ協議簿を甲に提出するものとする。 

 

（提出書類） 

第 6 条 乙は、本業務着手前に次の書類を甲に提出し、甲の承認を受けなければならない。

承認を受けた提出書類の内容を変更する場合も同様とする。 

（１）履行着手届 

（２）主任技術者届（職務経歴書・資格者証含む） 

（３）業務実施計画書（業務工程表・照査計画書・業務実施体制含む） 

（４）JISQ15001 又は ISO27001 の認証資格者証の写し又は個人情報の取扱いに関する体

制資料及び個人方法の取扱いに関する誓約書 

 

（工程管理） 

第 7 条 乙は、業務実施計画書に基づき、適正な工程管理を行い、業務の進捗状況を随時甲

に報告しなければならない。 
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（準拠する法令等） 

第 8 条 本業務は、本仕様書による各種関係法令等に基づき実施するものとする。 

（１）都市公園法 

（２）都市公園法施行令 

（３）都市公園法施行規則 

（４）都市計画法 

（５）建築基準法 

（６）宇美町都市公園条例 

（７）宇美町都市公園条例施行規則 

（８）その他関係諸法令等 

 

（貸与する物品及び資料等） 

第 9 条 本業務の実施にあたり、業務に必要となる下記資料について、甲は乙に貸与するも

のとする。なお、貸与した資料は、乙の責任において管理し、取扱いは十分注意するも

のとし、業務完了後速やかに返却するものとする。 

（１）都市公園台帳 

（２）都市計画基本図（1/2,500） 

（３）第 7次宇美町総合計画 

（４）宇美町都市計画マスタープラン 

（５）「平成 29年度一本松公園基盤整備調査業務委託」報告書 

（６）その他必要と認められる資料 

 

（疑義） 

第 10 条 本仕様書に定める事項について、疑義を生じた場合又は本仕様書に定めない事項

については、甲乙協議の上、甲の指示に従うものとする。 

 

（土地への立入等） 

第 11 条 受注者は、現地に立ち入る際には身分証明書を常に携帯し、第三者の土地に立ち

入る場合は事前に同意を得るものとし、紛争の起こらないように十分に留意するもの

とする。また、樹木等の伐採または他人の土地もしくは工作物を一時使用するときは、

あらかじめ所有者または占有者の承諾を得るものとする。 

 

（関係官公署等との資料収集について） 

第 12 条 業務遂行のため、関係官公署等での資料収集等が必要な場合は、甲と協議の上、
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指示を受けるものとする。 

 

（検査） 

第 13 条 乙は、完成した成果品を甲に提出し、完成検査を受けなければならない。本業務

は、完成検査の合格をもって完了とする。 

 

（成果の補修、修正） 

第 14 条 業務完了後、乙の過失又は疎漏に起因する不良箇所が発見された場合は､甲の指

示により補足、修正を行うこととし、その費用は乙の負担によるものとする。 

 

（成果品の納入） 

第 15 条 本業務における成果品の納入場所は、宇美町都市整備課とする。 

 

（成果品の帰属） 

第 16 条 本業務における成果品等は、全て甲に帰属するものとして、乙はその許可を得ず

に公表、貸与若しくは使用してはならない。 

 

（秘密の保持） 

第 17 条 乙は、業務上知り得た諸事項については、第三者に漏らしてはならない。特に個

人情報の管理については、個人情報保護法の十分な理解と遵守を行って、個人データや

関連データの漏洩を防ぐ対策を十分に行うものとする。 
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第 2 章 業務内容 

 

（業務内容） 

第 18 条 本業務は、下記の項目に基づいて実施するものとする。 

１）計画条件の整理 

宇美町の現況（位置・沿革、交通、法規制）や魅力ある地域資源（自然景観、歴史、

文化、産業、観光）、他自治体の同種・類似施設の立地条件、課題を整理し、本公園の

整備事業の位置付けを整理する。 

 

２）上位関連計画及び各種関連資料の整理 

本公園の位置付けや求められる機能を把握するため、上位計画・関連計画について整

理を行うとともに、今後の公園の整備・活用等を検討するにあたり考慮すべき事項等を

整理する。 

 

３）敷地分析 

本公園及び周辺の植生、地形、土地利用等を整理し、計画上の問題点や課題の抽出・

検証を行う。 

 

４）計画内容の設定 

本公園の特色を生かしたコンセプトを設定し、基本計画を取りまとめる。 

①需要圏域・利用者層・利用者数の検討と設定 

計画される本公園の需要圏域や主な利用者層を想定し、甲が実施する利用者アンケ

ート調査の結果を基に利用者のニーズや住民の意向等を調査・分析し、利用者数の検討

と設定をする。 

 

②基本方針の検討と設定 

利用者のニーズや住民の意向等に加え、甲が実施するサウンディング型市場調査の

結果を踏まえ、本公園の特色を生かし、町の推進する施策と整合する基本方針を設定す

る。 

 

③導入施設及び施設規模の検討と設定 

本公園の立地条件や特色ある自然的資源を踏まえ、４）②で整理した「基本方針」の

実現に資する公園機能を整理し、必要な施設を設定する。 
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④配置計画の検討と設定 

福岡都市圏からの誘客、施設規模を考慮し、ゾーニングや動線等を踏まえた配置計画

を検討・設定する。なお、複数のゾーニング計画・導線計画等の比較検討を行い、より

効果的な配置計画を設定するものとする。 

 

⑤整備及び管理運営手法の検討 

基本方針実現に向けて、民間活力導入の可能性も含めて想定される事業手法を整理

し、検討する。 

 

⑥環境の保全と創出に関する検討と設定 

本公園の豊かな自然を活かし、防災及び水源の保護の観点から、配置計画の検討を行

う。 

 

５）基本計画図の作成 

４）の成果を基に、基本計画図を作成する。基本計画図は全体図及び部分図を作成す

るものとし、部分図についてはゾーニングごとに作成をすること。また、基本計画図等

の縮尺は次のとおりとする。 

①基本計画図：1/2,500 

②部分図：1/1,000 

 

６）概算工事費の算出及び整備事業全体のスケジュール 

施設の規模及び施設配置計画等の検討を踏まえ、概算事業費を算出する。また、事業全

体のスケジュール（工程表）を策定する。 

 

７）基本計画説明書の作成 

１）から６）までの成果及び検討資料を説明書として取りまとめる。 

 

８）鳥瞰図の作成 

策定した基本計画を基に、対象地全体を俯瞰した鳥瞰図を作成する。鳥瞰図のサイズは

Ａ３版とする。 

 

９）照査 

次に掲げる項目において照査を行う。 

①基礎情報や敷地情報の把握と設計計画の適正照査 

②設計方法や設計手法の妥当性の照査 

③成果品の内容の適正照査 
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１０）打合せ協議 

業務実施に際して着手時・中間時（3 回程度）・納品時に打合せ協議を実施するものと

し、業務の進捗の確認及び業務実施上の必要事項についての協議を行うものとする。 
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第 3 章 成果品 

 

（成果品） 

第 19 条 本業務の成果品は、次のとおりとする。 

（１）基本計画図（全体図、部分図）     一式 

（２）基本計画説明書       一式 

（３）基本計画書       一式 

（４）鳥瞰図（Ａ３版）      一式 

（５）上記成果品電子データ（ＣＤ－Ｒ）    一式 

（６）その他監督員が必要と認めた資料     一式 

 


